
※令和３年度以前入学生用 

 

学校番号 1002 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 国語表現」 （第一学習社） 

副教材等 小論文頻出テーマ２０２３ チェック＆ワーク（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・国語の基礎知識から実生活に役立つ社会常識まで、幅広く扱います。 

・話し合いや文章記述、発表など、主体的な活動を取り入れた授業を行います。 

・様々な文章を「読む能力」、コミュニケーションのための「話す・聞く能力」、意思を伝える

ための「書く能力」をしっかりと身につけてください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場面にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考、豊かな表現力を場面に応じて活用することができる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合

う力を進んで高

めるとともに、

国語を尊重して

その向上を図ろ

うとしている。 

 目的や場に応

じて効果的に話

し的確に聞き取

ったり、話し合

ったりして、自

分の考えを深

め、発展させて

いる。 

必要な情報を

用い、相手や目

的、課題に応じた

適切な表現によ

る文章を書き、自

分の考えを深め、

発展させている。 

 言葉の特徴や

きまり、役割な

どについての理

解を深め、知識

を身につけてい

る。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの評

価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用紙） 

 行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１ 文
章
の
書
き
方 

・文章の基本的な書き方を理

解し、実際に文章を書く。 

・書き上げた文章を推敲して、

より良いものにする。 

〇  〇  〇 a:意欲的に取り組み、期限を守

って課題を提出している。小論

文チェック＆ワークの提出。 

ce:主述の関係、文末表現の統

一など、整った文を書くために

大切なことを正しく理解し、活

用し、適切な文章が書ける。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

原稿用紙 

ワーク確認 

定期考査 

１ わ
か
り
や
す
い
表
現
・表
現
の
工
夫 

・意味のわかりにくい文につ

いて、なぜわかりにくくなって

いるのかを理解し、わかりや

すい文に修正する。 

・表現技法とその効果につい

て理解する。 

・表現を工夫して文章を書く

姿勢を身につける。 

〇  〇  〇 a:意欲的に取り組み、期限を守

って課題を提出している。小論

文チェック＆ワークの提出。 

ce:長すぎる文を避け、わかり

やすい文にする方法などを正

しく理解し、あいまいな文を避

けて整った適切な文文章が書

ける。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

原稿用紙 

ワーク確認 

定期考査 

２ 課
題
作
文
を
書
く 

・自分自身について分析し、

自己認識を深める。 

・課題作文の書き方を理解

し、明確な自己アピールとな

る文章を書く。 

〇  〇  〇 a:自分の言葉で積極的に伝え

ようとしている。小論文チェッ

ク＆ワークの提出。 

c:自分自身について、適切な言

葉や構成、材料を選んで自己推

薦文をまとめている。 

e:課題の趣旨を正しく理解し、

適切な文章が書ける。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

原稿用紙 

ワーク確認 

２ 小
論
文
を
書
く 

・小論文の書き方を理解し、

実際に小論文を書く。 

・書いた小論文を互いに批評

する。 

〇 〇 〇  〇 a:他人に理解されやすい文章

を書くために、問題の考察、推

敲を深めようとしている。他者

からの批評を通じて、自分の特

長、改善点を発見している。小

論文チェック＆ワークの提出。 

b:適切に相互批評ができる。 

c:小論文の構成について理解

し、論理的な文章が書けてい

る。 

d:他者の小論文の内容を的確

に読み取る。 

e:小論文の書き方を理解してい

る。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

原稿用紙 

発表 

ワーク確認 
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２ レ
ポ
ー
ト
を
書
く 

・レポートの種類と、基本的な

書き方を理解する。 

・読み手に事実が明確に伝わ

るように工夫してレポートを書

く。 

・書いたレポートを互いに批

評する。 

〇 〇 〇  〇 a:現代的な問題に関心を持ち、

工夫して書こうとしている。他

者からの批評を通じて、自分の

特長、改善点を発見している。

小論文チェック＆ワークの提

出。 

b:適切に相互批評ができる。 

c:文章の形態や文体、語句など

を工夫し、事実が明確に伝わる

文章が書けている。 

d:他者の小論文の内容を的確

に読み取る。 

e;レポートの書き方を理解して

いる。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

ワーク確認 

発表 

定期考査 

２ 考
え
を
発
表
す
る 

・テーマについて自分の考え

をまとめ、発表する。 

・自分の考えを発表したり、他

の人の発表を聞いたりするこ

とにより、ものの見方や考え方

を広げる態度を養う。 

・ 

〇 〇 〇  〇 a:話す目的や場、相手を考え、

前向きに発表に取り組んでい

る。小論文チェック＆ワークの

提出。 

B:相手に伝わるよう、声の大き

さや抑揚等を工夫している。 

c:適切な言葉や構成を考えて

文章をまとめている。 

e:正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

発表 

ワーク確認 

３ 敬
語
の
分
類 

・正しい敬語について理解す

る。 

・目的や場に応じて、適切な

言葉遣いで話すことの重要性

を理解する。 

 

〇 〇 〇  〇 a:何のために、誰に向かって、

どのような条件で話すのかを

考えようとしている。 

bc:目的や場に応じた的確に敬

語を使用できている。  

e:正しく理解し、使いこなせる

言葉の数を増やしている 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

定期考査 

３ デ
ィ
ベ
ー
ト
を
す
る 

・ディベートの形式と手順を理

解し、ディベートを行う。 

・論理的な思考力や討論する

力、説得する力、聞く力を身

につけることの必要性を理解

する。 

 

〇 〇 〇  〇 a:ディベートに必要な下調べ

ができている。積極的にディベ

ートに参加し、話す目的・相手

を考えて取り組んでいる。 

b:相手の意見を的確に聞き取

った上で、相手に伝わるようふ

さわしい言葉を用いて意見を

述べている。 

d:正しく理解し、使いこなせる

語彙の数を増やしている。 

行動の観察 

記述の観察 

ワークシート 

発表 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す能力・聞く能力  c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 
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 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


